
これまでの「A+の取り組み」は、
判断基準が共有しづらいものでし
た。また、「評点Ａに優るもの」と
いう印象がありました。
そのため、事業者の幅広い取り組
みを評価する、新しいしくみへと
改善しました。

福ナビの画面上で公表されます。また、他の事業者の
取り組みと比較することもできるようになります。

事業者が力を入れている取り組みを
広く捉えた上で、事業者と評価機関
との対話を通じて選定されます。
１事業所の評価につき３つまで
選定できます。

東京都福祉サービス
第三者評価が変わります

なぜしくみを
変更したのですか？Q1

A1

どのように公表されるのですか？Q3
A3

「事業者が特に力を入れて
いる取り組み」はどのよう
に選定されるのですか？

Q2

A2

「A+の取り組み」から「事業者が特に力を入れている取り組み」へ

比較画面公表画面

「事業者が特に力を入れている取り組み」の判断基準
事業者が力を入れている取り組みであって、次のすべてを満たしている場合に記入できる。

❶いずれかの評価項目のねらいに合致した取り組みであること
❷当該評価項目に属する標準項目の１つ以上を満たしていること
❸創意工夫、独自性や先進性などの観点から、利用者の選択情報や他の事業者のサービスの質
の向上のモデルとして評価できる取り組みであること

株式会社○○○○○○○

△△△△△△△△△△△△△△

修了者No . A 1 2 3 4 5 6 7

○○○○×××××××

○○○○×××××××

○○○○×××××××



事業所の取り組み状況が伝わりやすい評点へ

●これまでの「Ａ,Ｂ,Ｃ」は…

改善のための計画的な取り組みがある 取り組みの成果がある

「Ａ=良い」 「Ｂ=普通」 「Ｃ=悪い」 というイメージ

※これまで評点は、標準項目の達成状態を示し、取り組みの水準は講評でコメントされていました。

Yes Yes
No

❶

❸
No
❷

❶ 改善に向けた計画的な取り組みが行われており、成果として現れている
❷ 改善に向けた計画的な取り組みが行われているが、成果としては現れていない
❸ 改善に向けた計画的な取り組みが行われていない

2010年度ガイドブック　好評発売中

評点の基準が変わります

●：実施あり
●：実施なし
●：非該当
で表示されます

▶▶これまでの  　　　　「Ａ,Ｂ,Ｃ」 「●,●」での表示へ

http://www.fukunavi.or.jp/fukunavi/contents/servicehyouka/22sheets/hanpu.mhtURL

カテゴリー８の評点が廃止　　　取り組み状況と成果を表す標語へ▶▶

標準項目の
実施状況が

東京都福祉サービス評価推進機構
財団法人　東京都福祉保健財団　情報部　評価支援室

〒162-0823 東京都新宿区神楽河岸1-1　
 セントラルプラザ13階　
Tel：03-5206-8750　Fax：03-3235-8533

http://www.fukunavi.or.jp▶とうきょう福祉ナビゲーション


